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〈
〓

桜

拶

Qわ  日本ミバ ドミントン協会会長

内  義  雄

秋の深まりを しみじみと肌に感ずる今日このごろ、ここ埼玉県上尾市に全国都

道府県を代表する諸君に加えて、大韓民国および台北市のバ ドミントン選手320

余名を迎え、第 1回全日本シニアバ ドミントン選手権大会が盛大に開催されます

ことは、私のもつとも欣快に存ずる次第であります。

この大会は、従来の全日本社会人バ ドミントン選手権大会が、参加人員の制限

の関係から、広まりつつあるバ ドミントン選手層のうちのシニアの部の選手の参

加が、ともすると狭められて来た傾向を解消する目的で、本年新 しく設定された

ものであります。従つて本大会に参加 しておられる選手のうち多数の方 々は、現

在第一線から一歩退き、各地域の指導者として後進を指導し、或いは地域バ ドミ

ントン界発展のための極めて重要な役割を担当しておられる方々と考えます。

こうした選手諸君に、日頃から鍛え磨かれた円熟 した技術を披露していただき、

将来の日本バ ドミントン界を担う若い選手諸君に模範を示 してくださることを期

待 しております。

最後に本大会運営にあたる役員各位に深 く感謝 し、遠来の大韓民国及び台北市

の選手諸君をはじめ、各選手の健闘を祈念しごあいさつといたします。
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歓 迎 の こ と ば

埼玉県バ ドミントン協会会長

大 須 田  良

初冬の気、澄みわたる、ここ武蔵野の地に全国各地から多数の選手・役員の方

々をお迎えして、記念すべき第 1回全日本シニアバ ドミントン選手権大会を開催

することになりましたことは、無上の喜びでありまして、埼玉県バ ドミントン協

会会員一同心から歓迎申し上げる次第であります。

今年は本協会にとりまして、インターハイ、全国中学校大会での初制覇、県内

では第 1回小学生大会の開催と極めて実り多い年に恵まれました。

ご承知の通り、近年、市民スポーツの振興とともに、生涯スポ=ツ としてのバ

ドミントンに対する人気は目ざましいものがあり、子ども達から各年令層の方々

に飛躍的な巾の広がりを見せております。

こうした時に、かつての名選手、全国の指導的立場にある皆さんが一堂に会 し

友情の輪を広げつつ、日頃の練習の成果を披涯されますことは本県バ ドミントン

の発展にとりまして、誠に意義深いものでございます。

どうか、選手の皆さん、持てる力を十三分に発揮され、素晴らしいゲームを展

開 していただきたいと思います。

何分にも、開催不慣れのため、行届かない点やご迷惑をおかけすることも多い

かと存 じますが、よろしくご指導、ご忠告いただければ幸甚に存 じます。

終りに、本大会開催にあたり、ご協力いただきました関係各位に厚くお礼申し

上げまして歓迎のことはといたします。

作
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△
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口員

〔大 会 会 長 〕

〔大会副会長 〕

側)日 本バ ドミントン協会会長

″   副会長

埼玉県バ ドミントン協会会長

(順不同・敬称略 )

桜 内 義 雄

小  日 政 雄

真 藤   恒

大須田 良 作

〔顧 問 〕

石渡 俊一

白山源二郎

林  義郎
清藤 六郎
原   正

原 二三雄
織田 喜一

栗本藤四郎

石田 祥史
四島  司
稲福 盛輝
野口 貞夫

与 〕

伊沢 三郎
沼尻 和也

小林  弘
山岸  博

岩崎 純三

地崎宇三郎

藤田 義光
佐々木洋平

阿久津順一

吉川 芳男
西澤鉄太郎

今井 鎮雄
天野 辰雄
小原 嘉文
遠井 稔男
門倉 好文

今井  先

岩上  進

高橋 一郎

奥田 敬和
内藤  健
松下 正寿
森   康
日野 貞夫

中村  伝
後藤  淳
藤田 庸右
池上  任
鈴田 正武
畑   和

志村 忠夫

川端 昇市
荒井 修二

角井  信

北□  博
永末 英一

山崎武三郎

松橋 藤吉
須田 勝勇

清水規矩雄

安西 武二

坂□ 常博
俊成  薫
脇屋 長可
長井 五郎

友光  恒

小宮 淳宏

小日 五郎
土内 清三

柴田 勝治
西村 尚治
渡辺 秀央
鈴木伝四郎

曽山  皓

官下  明
神谷 一三

成相 安信
結城 健輔
相澤 尚夫
福永 健司

宮澤 宏之

中村  由蔵

岡野 武祐

〔参
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〔大会委員長 〕

〔大会副委員長〕

〔大 会 委 員 〕

相場 清一

神沢  暁

内藤 安雄

加藤 三夫

杉田 忠光

加藤 寛治

阿部  平

伊豆  晃

木村  寛

津守 幸介

木原 逸夫

藤本  滋

森田 嘉一

新 田 雅男

高橋  孝

加藤  勝

(ルD日 本バ ドミントン協会専務理事

埼玉県バ ドミン トン協会理事長

/1ヽ 飼 栄 一

五十里 光 秋

池田 昌道

堺  三徳

野村 嘉明

福岡 幸一

中村  隆

高橋 重夫

長浦 音吉

河田 歳雄

吉田健次郎

東条 義昭

鳥越 邦彦

宮城 道雄

藤沼 貞夫

棚村 充夫

城所 富男

柿沼  清

伊藤 鉱一

里見 光徳

浜中  誠

村山 幸雄

松橋  裕

浅岡  武

中島 寿棺

沢  長寿

山根  怜

富田 善明

本郷 節生

酒井  徹

飯田 芳徳

江森 英行

久保田宇作

今北 基夫

清水 善一

増田  稔

笠原 一男

板垣 隆房

川上  弘

原  紀征

池田 芳麻

高麗 久義

新名 静夫

川島 一郎

柳  正明

小池 正彦

吉田 幸二

高橋喜久司

岡本 武利

辰市 祐昭

上原 正士

小山内信一

須藤  博

秋山 真男

大箸 昭司

北  義一

安部 淳美

山本 能也

日高  壮

佐野 長二

鈴木 嘉三

永島 竜次

唐沢 清一
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彙既 口員役

〔総 務 委 員 長 〕 五十里光秋

〔総務副委員長 〕 磯井 貞夫

〔総 務 委 員 〕 大久保 孟  杉本 範雄  半田 信夫  野沢 圭子

〔競 技 委 員 長 〕 相場 清一

〔競技副委員 長 〕 唐沢 清一  久保田宇作

〔進 行 主 任 〕 伊佐山正和

〔進 行 委 員〕 大高 史夫  熊倉 英紀  三谷 澄子  小島 久乃

林  昌子

〔シャ トル主任 〕 新井  晃

〔シャ トル委員 〕 互  静夫  木下 恵子

〔記 録 主 任 〕 加藤  勝

〔記 録 委 員 〕 細田  宏  坂本 徳雄  成田  進  小林 智恵

綿貫 滋子  朝日 干晴

〔掲 示 主 任 〕 吉野謙一郎

〔掲 示 委 員 〕 木村 弘巳  小川  司  川幡 由次  山崎辰之助

〔点 示 主 任 〕 田部井秀郎

〔点 示 委 員 〕 戸川 力夫  鎌田 雅浩
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〔審

〔副

〔審

半リ

審 判

半リ

長 〕

長 〕

員 〕

内藤 安雄

吉成 素彦

鈴木 洋一

山崎 義信

佐藤 博文

岩沢  進

松本 和二

風間 由文

関根  務

上田 敏之

森田 真史

横堀智恵子

高谷 しま子

富田富美子

林  一夫

三浦  誠

大橋  正

酒井 宏美

浜名 良知

石垣  宏

伊藤 治夫

岡  雅昭

田部井勇二

森川  宏

山内千恵子

山口とし子

星井勢津子

近藤 英宏

近藤  均

山下  力

新井 利幸

中橋  優

馬場富美男

飛永  悟

柴崎 行雄

秋山 和夫

原  郁子

大塚かつ江

山口美枝子

佐藤  司

木下 秀利

那賀 敬弘

手塚 英男

平野 光男

佐藤 富雄

中村三恵博

福島 清光

藤井ひさ子

相良 チエ

金田 基子

矢吹 茂子

員 〕助〔補 淑徳与野高校バ ドミントン部

細田女子高校バ ドミントン部

桶川西高校バ ドミントン部
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10月 27日

・ 開  会 式

・競 技 開 始

第 1会 場

第 2会場

(二L)

上尾運動公園体育館

10月 28日 (日 )

上尾運動公園体育館

10月 29日 (月 )

上尾運動公園体育館

・ 閉  会  式 上尾運動公園体育館

-1)9

上尾運動公園体育館

県立スポーツ研修センター

日 程

10月 26日 (金 )

代 表 者 会 議   (県 立 スポーツ研修センター) 18:00～

(9:30開始 )

10:00～

10:30～

9:30～

9:30～

競技終了時
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式   次

<開 会 式>    昭和 59年 10月 27日 (土) 9時 30分

上尾運動公園体育館

1.開 式 通 告

2選 手 入 場

3.開 会 宣 言     大会委員長   小飼 栄一

4.国 旗 掲 揚

5 主 催 者 挨 拶     大 会 会 長   桜内 義雄

6.歓 迎 の こ とば    県協会会長   大須田良作

7.選 手 宣 誓     選 手 代 表   後藤 武信

8.競 技 上 の注意     競技委員長   相場 清一

9.審 判 上 の注意     審 判 長   内藤 安雄

10.閉 式 通 告

H 選 手 退 場

<閉 会 式>   昭和 59年 10月 29日 (月 )

上尾運動公園体育館

1.開  式 通 告

2 成 績 発 表     競技委員長   相場 清一

3 表     彰

4.挨     拶

5.閉 会 宣 言     大会委員長   小飼 栄一

6 閉 式 通 告

7.選 手 退 場

― H―



タ イ ム テ ー ブ ル
10月 27日 (土 ) 上 尾 運 動 公 園 体 育 館

鞣
■
％ 1 7 9

9:30 開 式

lo:oo M30D
1 3 4 6 7 8 9 11

10:40
M60D
1

M40D
1 2 4 5 6 7 8 9

M30D
13

11:20 M50D
1 3 4

M30D
14

12:00 M40D
ll 12

M30D
22

12:40 M40D
15

M50D
5 7 9

1:20 M60D
2

M30D
30

2:00
M40D
19

M50D
13

2:40 Ⅵ30D
38

3:20
M60D
3

M30S
1 2 3 4 6 7 9

10月 27日 (土) 埼 玉 県 ス ポ ー ツ 研 修 セ ン タ ー

涼
卜

％ 1 5 8

10:30
L4 OD

1

く
2 5 6 8

11:10
L30D
1 4 5

L50D
1

11:50
L40D
9 11

求

12:30
L30D
6 9 11 1鼻

L50D
5

1:30
L40D
17

L30D
14 15

L50D
6

2:30
L40D
21 22

L30D
18

3:30
L40D
23

L30D
20

L50D
7
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10月 28日 (日 ) 上 尾 運 動 公 園 体 育 館

10月 29日 (月 ) 上 尾 運 動 公 園 体 育 館

※ 1 4 5 7 8 10

9:30 M30S
12

10:50 M40S
1

M30S
36

11:30
M50S
1 5 7

M60s
1 2

L30S
1

12:10 M30S
44

12:50 M40S
5 7

1:30 M50S
9

M40S
13

2:10
M50S

13
M30S
60

2:50 M60S
3

L30S
4

M40S
21

3:30 M50S
17

M30S
68

4:10
L30S
6

M40S
29

1 3 4

9 : 3 0
30MD
42

40MD
23

50MD
17

30MS
72

40MS
33 34

50MS
21

30MD決 勝
44

40MD決 勝
25

50MD決 勝
19

30MS決 勝
74

40Ms決 勝
35

50MS決 勝
23

競 技 終 了 時 閉 式会
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進 行 上 の 注 思

1.タ イムテーブルの 30分前に該当試合会場に待機 して、 コールにご注意下さ

い 。

2.試合の進行状況により試合開始時間の繰り上げ、繰り下げおよびコー トの変

更がありますのでコールにご協力下さい。

3.コ ールがありましたら直ちに選手召集席に集結して、確認を受けて下さい。

4.通常の場合、コール後 10分経過 した時は棄権とします。事前に棄権がはつ

きりしている場合は、進行委員へ報告 して下さい。

5.練習会場は、用意いたしません。従つて、初試合の時は 3分以内のアップを

与えます。早目に召集入場 しますのでご協力下さい。

祝

トロ

バ ッ

堂
一
一
［
同

　
　
一局

明

シエアバ ドミントン選手権大会

ィー・ カ ップ・

・ メダル・贈答記念品

☆記念 品の総 合商社 ★

代 表 取 締 役 山 悌  二

丁 目 17番 9号
蚕 糸 会 館 lF
0488(22)9524
0488(24)5089

株 式 会 社 メイ コー

浦 和 市 仲 町 2

(財 )埼 玉 県
贈 答 記 念 品 外 商 部

ヵップ・ トロフィー部
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日本バ ドミン トン協会公認

本年度各選手権大会指定ネット

(今大会使用中〉

いつ も安心 しそ プレーの出来 る

丈夫で長持のす るネ ッ トです。

是非 ご指命 ご費用下 さい。

テ ニ ス ・ パ レ ー ボ ー ル
~

サ ッカ ー・ ハ ン ドポール
~

パスケ ッ ト・パ ドミン トン

卓  球   ・  野  球
各協会連盟公ロネット

スポーツ用ネットの専門メーカー

何んでも御相談下さい。

ゴルフ用ネット・体育館防はネット

埼玉県中手町中 !丁日7-4

Y.M.ミセキネット ミセキネット製作所
TE L 0480(42)0679o540-01



男女 トイレ 女 子 更 衣 室 男 子 更 衣 室
器  具  庫

競技役員控室
本部役員控室

上 尾 運 動 公 園体 育館 会 場 図

観客席 (2F

観客席 (2F)
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□□□
□□日
日□日

埼玉県スポーツ研修センター会場図
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手見在、バドミントンのストロークはきわめて短かく、さらにf麦敏な重力きが要求さ

れるようになってきています。より高度なテクニックを駆使するためには、ラケッ

トの反発力の高さがものをi=います。BT-75-カ ワサキならではの I.Pシヤ

フトにより、バネのような反発ノJと的確なコントロールを持つ、攻守にすくれ゙た

理想のラケ′卜が誕生しました。攻撃に際しては、手首のスナップを
ハード(ニ

伝え、爆 発的なパワーのシャトルを相 手コートに打ちこむ。守りにまわっては、

本HTのオlつたシヤトルをできるだけラケットにひきつけたまま正確なコントロー

ルで返し、相 丁に次のプレイを予測させないうちに攻撃に転ずる・もI.Pシャ

フト11:能 がダイナミックなフ
・レイを,寅出します。

/<awasaKl -18-

BT-75
0素 I14:高カアルミ合全フレーム

0カラー:プランク レッドカレー(ケースイす

0サイズ:UL3 4 5 XL-345
0フレーム価格 9500円

大阪支店 〒543大 阪市天王寺区上本町}卜‖Phone106)764巧
"1(代
表 )

カ ワ サ キ ラ ケ ツト 株 式 会 社 本社 〒1関 東京都墨田区両国1ヨ 0 6 Phone00633 72il伏
代表)

|二

しなり
攻守
える。

」｀|そ夕E層ノ守引こしなやか期 コ卿 LPシヤフト

ロ T-75



堂谷内  均  箔  川)1.
小 田 清 二 俣 庫)2
湯 沢 雄 一 砺 木)3
佐 藤 政 由 皓 手)4
鈴 木 誠 一 (東 京)5

)6

志 場  周 酬 吹山)7
河 村 広 次 鯨 都)8
松 井 秋 男 (東 粛 9

大 山  基  (沖 縄)10

藤 田 茂 樹 (埼 ⊃ 11

山 本 秀 和 (静 岡)12
■中Ll串二二不こ」躍二(申■

"京

)-13

可 知 俊 一 (岐 阜)14

手 塚 利 男 (神刻 lD 15

加治屋 博 文 (熊 本)16

大 谷 史 郎 儒 井)17

30M S

程  嘉 彦 (台 北)
仲 田 康 英 伏 阪)

山 本 敏 彦 (福 井)

逸 見 寛 二 曖

"山 口 清 奉 (東 囀

後 藤 武 信 崎 玉)

曽 我 岩 夫 破 阜)

杉 上 有 一 (香 りID

三 上 隆 康 砺 和

西 島 智 彦 (静 岡)

伊 藤 一 好 (神刺 ||)

大 沼 忠 儀 崎 玉)

千 葉 健 夫 鰊 京)

川 村 桂 司 的紬 )

古明地 正 邦 (東 京)

菊 地  敏 (岩 手)

島 林 総 蔵 (茨 功

今 井 勇 司 鮮 馬)

40

邸

15じ
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≧

1ヽ6

0

三
 148

漸

53■
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2
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43=

29

と

7

8

1

42

43

55

56

31

メ
ニ属
打
価

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

吉 ′‖ 和 孝 (香 りII)19

翁  栄 坤 (台 北)20
弾正原 義 春 (香 川)21

山 村 徳太郎 錬 京)22

田 中  勇  (栃 木)23

田 村 昭 男 (和歌山)24

松 井 智 治 縞 知)26

伴  順 造 は 城)27
吉 村  晃  (岐 阜)28

高 野 貞 男 (群 馬)30

橋 本 初 男 (栃 木)32

鈴 木 登数 鰊 京)33.

木 村 伸 一 (東 京)35

香 坂 良 一 (埼 玉)36

新 井 春 雄 (千 葉)38`

4

57小 柳  博 (千 葉)
58桜 井 誠 (京 都)

59大 髭 輝 雄 錬 京)

60斉 藤 幸 夫 砺 わ

61高 木 茂 和 帳 ⑮

寺 崎 由 雄 (福 井)

63新 井 富 男 崎 玉)

64小 山 光 男 (香 川)

65有 賀 一 秀 (東 戴

66鈴 木 郁 夫 (神剰 ID

67菅 野 孝 欲 城)

68上 野 健 一 (和歌山)

70古 沢 元 浩 (栃 村

7■―畔■―f肇…→秀卜,メ貯■締洋‐」再)

72能 登 則 男 綺 玉)

73原 茂 夫 破 阜)

74-戸 隆 鰊 京)

75工 土 恭 司 (熊 本)

22

卜  49

鼻

２届

39

2

4

°‐E」 42

59。
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4 0 M

杉 田  博  (神刻 ID l

尾 崎  実 帳 庫)2

高 野 一 男 綺 玉)3

吉 田 征 夫 皓 手)4

井 上 英 夫 鮮 馬)5

宍 戸 一 秀 曖 知)6

中 村 博 光 崎 玉)7

橋 田 国 司 曖 媛)8

暮 朝 野 摯 非 硝 叫 聯 9

何  文 明 (台 北)10

柿 沼  茂 崎 玉)11

佐 藤 泰 理 曖 知)12

杉 田 光 男 (東 京)13

平 野 一 郎 帳 庫)14

小 菅  弘 (千 ⊃ 15

田 沼 靖 朗 (神剰 ID 16

7

藤 原 和 文 (香 川)18

1  21

0

0

′

"

2

」
二

Ｌ

Ｆ
Ｉ
Ｌ
＝

■9高 橋 幸次郎 (神刻 ID

20平 野 敏 春 幅 山)

→諄J曇―二稔―(菓―京)

増 井 孝 夫 ⊂ 重)

富 橋 末 治 綺 玉)

4楊 徳 玄 (台 ゴヒ)

峠  勝 也 磁 賀)

26数 川 昭 市 (宮 励

早 川  博 (茨 功

28伊 藤 雅 昭 (愛 D

"桜
井 貢 砺 木)

30羽 隅 弘 治 紳 奈りID

1友 金 利 一 俣 庫)

32自 沢 国 雄 (岩 手)

3簑 栄 三 (東 京)

34伊 藤 治 的 玉)

35松 田 新二郎 妬 川)

0

16

」
Ｐ・‐ｈロ

0

19

０
コ
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2

０
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Ｌ
林  玄 文 (台 北)1

梅 枝 孝 之 鯨 都)

青 山 千 秋 (岐 阜)3

江 黒  亘 (群 馬)4

5

川 田 喜 一 錬 京)6

浜 中  誠 (愛 媛)7

東  健 治 Gヒ溝 )8

白 木 甲太郎 (宮 恥  9

永 野  博 鯨 都)10

東  正 道 幅 川)11

柳 田 直 規 錬 Ю 12

13千 村 義 夫 破 阜)

14小清水  滋  優:媛 )

15秋 葉 武 保 (東 莉

16曽 根 徳 郎 (京 都)

17神 山 周 二 Gヒ瀧 )

18元 田 敦 海 Gξ 本)

藤 川 俊 雄 錬 京)

20菅 家 直 人 (新 潟)

野 坂 豊三郎 G朧 )

22岡 井 則 夫 鯨 都)

安 斉 行 雄 (宮 城)

24林 文 栄 (台 Jヒ )

60M S
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馬

林

(イ卦Jヒ )
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3 0 M D

加治屋0工 土 (熊 本)1

大 谷・ 山 本 (福 井)2

永井・ 津野 Gモ F~0 3

手塚・ 伊藤 (神剰:D 4

小 田・ 高 木 Gミ D 5

三上・ 田中 砺 わ  6

⊃ 7

-il1 0 8大野・ 足 利 綺 玉)9

小山 0弾正原 (香 りID 10

有賀・ 中津 (東 粛 11

渡辺・ 京 屋 (神奈りll)12

竹端・ 前川 (東 粛 13

吉村・ 曽我 (岐 導⇒ 14

逸噺卜“岡41(愛 D 15

千葉・ 池 錬 京)16

川村・ 田村 0同k山)17

長江・ 池 田 (愛 知)18

古馳 ・ 鈴木 (東 京)19

河村・ 桜井 鯨 紛 20

佐藤・ 菊地 (岩 手)21

早 川・ 菅 野 欲 ω 22

阿 部・ 後藤 (埼 玉)23

32

40  ヱ

″

35

24

24嶋 田・ 寺 崎 (福 井)

25中 村・ 山 村 (東 粛

26 伴 ・ 島林 欲 恥

27鈴 木・ 山 口 (東 京)

28可 知・  原  岐 阜)

29吉 原・小河原 (岡 山)

30鈴 木・ 松 本 (神剰 ||)

31新 井 0藤 田 綺 ⊃

'32西 島・ 山本 (静 岡)

33斎 藤・ 橋本 (栃 木)

程 ・  翁  (台 JD

'35金 子・ 秋 葉 (神奈り:D

36湯 沢・ 吉 沢 砺 わ

37帝H丑寸 和円卜 (茨 D

38大 髭 0竹 中 (東 京)

39志 場・ 上 野 (和歌山)

40新 井 0小 柳 (千 Ю

41冊 卜 去 濃 伏 随

2内 田・ 加 藤 (東 京)

43大 沼・ 香 坂 (埼 玉)

4富 田・ 石 渡 (欄 ||)

5吉 川・ 杉 上 (香 り||)
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2 39

と

３

　

　

　

υ

13

0

D=J12

27 乙

-22-

292

2

7

9



モルテン・フロスト
(デンマーク)

i983世界ランキングNO.1
●1984全英選手権男子シングルス優勝

●1984ジャパン0オープン男子シングルス優勝

● :

超軽量・超パワー

Y15,000(ヘ ッドカバー付)●フレーム:超 :
● ,′「・フトフルカーホン(テーハー)●ウェイ

.|ヽ ■
=メトロレジャー株式会社 〒lol東京留

‐
ｙ

ｔ



70C」RNAMFN7EST
トーナメント・ST(スクール・チーム)

膝雀蹴 撃室焚曇倉需・ 1ダース¥3,700
総輸入元 メトロレジヤー株式会社 〒101東京都千代田区外神田56 4 TEL(03)8333661Q

●抜群の耐久・耐寒性

●水鳥球に迫る飛び

●最高のコスト・パフォーマンス

ど

カールトンのニューモデル、トーナメント・S丁 (スクー

ル・チーム)の登場です。

小・中学校のバドミントン競技では、シャトルの耐久

1生、耐寒性、そして価格といったコスト・パフォーマン

スは飛翔性とともに欠くことのできない要素です。

カールトン社では全国数 100校の小・中学校に対し

アンケート調査を実施、そのニーズを探るとともに北

海道・北欧といった寒冷地からの詳細なデータを集

め研究を重ね見事にこれらの問題を解決しました.
｀
トーナメント・S丁″まさに世界のナイロンシャトル

の95%を供給するカールトンならではの自信作です

■
色゙

♂
構ヽ群
蝙
・

rl
"



杉 田・ 鈴 木 榊奈りlD

中畑・ 小 菅 ∈ 葉)

伊 藤・ 柿沼 G奇 ⊃

数川・ 片岡 ∈ヨ 城)

大沢・ 大崎 G山 )

竹 中・ 平川 錬 戴

小 林・ 井 上 鮮 馬)

豊村・毛 崎 供 庫)

田沼・ 羽隅 (神劇 lD

小 島 0山 崎 鯨 都)

井上・ 高橋 綺 玉)

伊藤・ 宍戸 (愛 知)

曽根・ 永 野 鯨 都)

佐 木々・ 米 田 鳴 ω

千 葉・ 白木 (宮 助

谷 口・小清水 (愛 媛)

藤 川・ 柳 田 (東 京)

東 ・ 神 山 G髄

黒須・ 折井 綺 玉)

大石・ 河本 (香 りlD

謝 ・ 林 (台 北)

久保・ 田中 Ct D

4 0 M

5 0M D

14友 金・ 渡 辺 (兵 庫)

15高 野・ 北 地 (埼 玉)

16宮 坂・ 平 野 ぐ富 山)

17白 沢・ 吉 田 (岩 手)

18島 田・ 松崎 Ctt F~0

19何 ・ 楊 (台 JD

20藤 原・ 七沢〔::鵠 〕

21高 橋・ 小山 榊奈りID

22木奪・中上鋲庫)

23中 村・ 富 橋 (埼 玉)

24浜 畑・ 梅 田 館 励

"桜
井 0小 館 砺 わ

26 簑 e佐 藤 練 つ

11

12

13

14

15

16

17

18

19

元 田・ 宮 本 篠 わ

佐 木々0上 原 綺 ∋

冊er臨 鮮D
安斎・ 河角 鱚 助

尾 崎・ 浜 中〔
夏 似
〕

千 村・ 青山 0支 阜)

増 田・ 江黒 ぐ詳 馬)

秋 葉・ 荒川 鰊 京)

岡 井・ 梅 枝 鯨 都)

林 ・ 薦 (台 JD

D

7

8

9

9 0
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桶
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鶴
子
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川
）
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石
田
　
信
子

（愛
　
媛
）

５
　
金
子
　
澄
子

（神
奈
川
）

４

山
口

　

操

（福

井
）

３
　
小
橋
　
和
子

（愛
　
媛
）

２
　
田
畑
　
和
美

（福
　
井
）

１

杉
田
　
良
子

（神
奈
川
）

3 0 L S

3 0 L
ル

D

杉 田 。金 子 (神劇 !D

稲吉・資墾酔錬Ю

芹沢・ 山崎 G玉 )

山口・ 田畑 G冨 井)

竹 田・ 浅越 綺 玉)

々 γン

清 水・ 増 田 崎 玉)7

山 田・ 前 川 鰊 京)8

宮 本・ 前 田 錬 テ0 9

木 村・ 与 口 (群 馬)10

謝 ・  黄 (台 北)11

10 ≧

4

12片 桐・ 渡 辺 (J賄⑮

13岡 田・ 宗像 綺 ⊃

14奥 村・ 西 田 (東 京)

15前 田・ 佐 野 (埼 ⊃

16桶 谷・ 辻 (石 りID

17石 井 0渡 辺 (群 馬)

斗ァ ン

岡)

19中 村・ 長 岡 崎 ⊃

20栃 窪・ 斉 藤 (宮 城)

つ

へ
Л

-26-

1逸 見・ 村 田 (東 京)



島 中・ 山 口 G騨騎91

福 住・ 高 木 (東 京)2

細 川・ 岡 部 綺 玉)3

現目時_馬鼻葛

=峯

≦義)_4

野 村・ 吉 川 幅 井)5

江 原・ 松 木 (東 男0 6

増 田・ 柿 沼 (群 馬)7

遠 藤・ 青 木 (埼 ⊃ 8

小 守 0 簑 鰊 京)

三 井・ 高 木 (東 京)10

小 橋・ 石 田 (愛 の  1

渡 辺・ 小 島 崎 玉)12

大 井・ 根 岸 0東 京)

る手ム・1身7・ J´
 “

岸 上・ 平 井 (香 りlD

住 吉・ 石 塚 (東 芳0 3

′

　

　

　

１

4 0 L

ニ  ユ

13章 0郭 (台 ゴヒ)

14中 川・ 笛 吹 錬 京)

15稲 川・ 三 浦 (愛 知)

16荒 川・ 広 木 (東 京)

17深 町・ 富 沢 綺 玉)

18竹 内・ 恵 木 Gヒ海道)

1針功蒔瀑=罰手橋 (静 岡)

20吉 田・ 高 根 C縫 京)

21内 山 0吉 田 (新 潟)

22富 所・ 小 島 鮮 馬)

金 井 0青 木 崎 玉)

白倉・ 秋 元 (東 京)

5秋 山・ 上 田 G踊固

6 水 口・ 海老 錬 Ю

7     ⊃

8宗 形・ 吉 川 (東 蔚

つ
　
／

θ
　
′

L D

O

０

　

た

4「

τり` Fろζケ多っ
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● SLレクタン″レ形状にようて

スイー トスボ ッ トを拡大 し、

ガフト面の張力が増輌 され、

より手元に近いニューウェー

'な
感覚で素● しいシ ョッ

トを生み出 します .

■ガットの張 り方

従来のガットの■さをラケッ

ト全長の81● をとり、縦螢

りを原形より15。い落す位の

強度で張 られることが望 ま

しいです .

B―田 ∞

マツク″ ロ ー ¥10,500(フレームのみ)
赫 アルミフレームと oo%カ ーボンシャフト

S零1鷺∫論憮露

時代が生んだ7J舟ヘズ

セミラージバドミントンラケット

バドミントンにニユーウエー7E場′
いよいよ始まるデカラケ時代。
時代が創りだしたマックスパワーは従来のラケットを

はるかに超えたスイートスポットの広さ、打球時の瞬発力なこ

手応え充分なスーパーラケットです。

重量も軽量化に成功

ガント張り上りで 109以内に抑えることが出来ました

ゴ

●



競 技 上 の 注 意

1.本大会は、 (財 )日 本バ ドミントン協会現行競技規則並びに大会運営規定に

よります。

2.都道府県代表者は、選手を掌握 して棄権の場合は試合開始前に試合会場の進

行委員に報告して下さい。

3.試合の進行状況により試合開始時間およびコー トの変更を行なうことがあり

ますので、コールに注意 して準備 して下さい。

4.通常の場合は、コール後 10分、時間とコー トの変更の時は 15分経過 した

ら棄権とします。

5 シャトルコックは、すべて試打 してありますので、選択は認めません。

審 判 上 の 注 意

、    1.審 判は現行競技規則にのっとり (財 )日 本バ ドミントン協会公認審判員によ

つて運営いたします。

'    2.ダ
ブルスの場合は、要請により審判長の決定に従つて、サービスジャッジを

配置します。通常は主審・線審 2名・点示員 1名をもって運営します。
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手  名 簿 (順不同)

都 道 府 県 名 名手選

北 海 道 東  健治  神山 周二  野坂豊二郎  秋山ふみ子  上田 博子

竹内 ヒロ子  恵木 淑子  島中 玲子  山口 菊枝

岩 手 県 佐藤  政由 菊 地 敏 自沢  国雄  吉 田 征夫

宮 城 県 数川 昭市

梅田 昌胤

河角 良巨

片岡 秀樹

安斎 行雄

千葉 正寿

白木甲太郎  浜畑 莞弥

栃窪 和子  斉藤美和子

茨 城 県 福田喜代志  和田 講一  早川  博  菅野  孝  伴  順造

島林 総蔵

栃 木 県 桜井  貢  小館  守  三上 隆康  田中  勇  湯沢 雄一

古沢 元治  橋本 初男  斉藤 幸夫

群 馬 県 江黒  亘

高野  貞男

富所  陽子

与 口紀代子

増 田

稲村

小 島

小林

中島

石井

之
　
典

　
子

克

　
秀

　
弘

夫
　
浩
　
江

保
　
　
　
君

井上  英夫

増 田賀世子

渡辺 厚子

今井  勇司

柿沼 一江

木村美津子

東 京 都 竹端  捷次

古 明地正邦

山口 清奉

藤川 俊雄

津野  孝

簑   栄三

松 井 秋男

小 守 一 枝

村 田 和子

白倉久実子

広木  正恵

宗形  和子

亀田紀代子

福住  幸子

前川 栄一

鈴木  誠一

内田  修

柳 田 直規

大髭  輝雄

佐藤   進

杉 田 光男

簑   妙子

山 田 ミヨ子

秋元みや子

三井  宣江

吉川 絹子

吉 田 雅子

高木加奈子

中村  行男

有 賀 一秀

加藤 泰彦

秋葉 武 保

竹中 啓二

島田  稔

川 田 喜一

住吉美喜子

前川美枝子

江原美智子

高木千代子

水 口あや子

高根 洋子

山村徳次郎

中津不二雄

竹中 将晃

荒川 雅恒

木村  伸一

松 崎 正門

宮本  容子

石塚 ミヨ子

奥村みずゑ

松木三枝子

大井  節子

海老 よ しえ

中川 皓子

池   和雄

鈴木登美夫

平川 隆秋

永井  正博

千葉 健 夫

一戸   隆

前 田 春美

逸見真由美

西 田 和子

荒川美知 子

根岸  知子

稲吉久仁子

笛吹 さよ子
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(順 不同 )

都 道 府 県 名 選 手 名

千 葉 県 中畑 長治 小 菅 弘 新井  春雄  小柳 博

神 奈 川 県 鈴木 郁 夫

石渡   潤

杉 田  博

小山 包博

松元  友行

金子  英司

鈴木  勝之

杉 田 良子

手塚 利男

秋葉   博

田沼 靖 朗

金 子 澄子

伊藤  一好  富 田 久雄

渡辺  直人  京屋 孝治

羽隅  弘治  高橋幸次郎

新 潟 県 菅家  直人 吉田 昌子  内山 巴

富 山 県 平野  敏春 宮坂  公夫 大沢  浩司  大崎  満雄

石 川 県 東   正直  松 田新二郎  中西  良一  堂谷内 均  桶谷千鶴子

辻   鈴子

福 井 県 嶋田 伸行  寺崎 由雄  大谷 史郎  山本 敏彦  山口  操

田畑 和美  野村 淳子  吉川 陽子

静 岡 県 西島  知彦

林   睦代

藤 田 和恵

山本 秀和  七沢 宏光

後藤 敏子  加藤 孝子

山城  芳子  村松  克子

高橋  勝江  藤田美恵子

愛 知 県 長江 新八  池田 文彦  伊藤 雅昭  宍戸 一秀  鈴木  勇

稲川 詩子  三浦 和子

二 重 県 増井 孝夫

岐 阜 県 可知  俊一  原   茂夫  吉村   晃  曽我 岩夫  千村  義夫

青 山 千秋

滋 賀 県 峠 勝 也

京 都 府 河村 広次  桜井  誠  小 島 伸治  山崎 竜雄  曽根 徳郎

永野  博  岡井 則夫  梅枝 孝之

大 阪 府 岡上  充仁 広瀬  隆一 仲田 康英

兵 庫 県 平野 一郎

豊村  勝 巳

田中 五夫

小 田 清二

尾崎   実

高木  茂和

木城  義朋

友金 利一  渡辺  博氏

中上 敏明  久保  義美

和 歌 山 県 周 田村  昭男 川村  桂司  上野  健一志 場
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(順 不同)

都 道 府 県 名 選 手 名

鳥 取 県 佐 々木義政 米田 哲巳 田村  周三  井原平八郎

岡 山 県 吉原 俊治  小河原  治

香 川 県 吉川 和孝  杉上

大石  信行  河本

有一

幸登

小 山 光男  弾正原義春  藤原  和文

尾崎 惟信  岸上冨美子  平井  富代

愛 媛 県 谷口 金夫  小清水 滋  浜 中  誠  逸見  寛二  岡田 友一

小橋  和子  石 田 信子

高 知 県 松井  智治

熊 本 県 元 田 敦海  宮本  栄致 加治屋博文  工土  恭司

沖 縄 県 大 山 基 友利 成寿

台 北 市 関 厚 徳

薦 兆 欣

程 嘉 彦

黄 錦 蘭

陳  明 育

謝  仁  邦

翁  栄  坤

馬 春  木

林  玄 文

章  素  月

林 宏 吉 林 文 栄

何 文 明 楊 徳 玄

ぃ
謝 冦 玉

韓 国 Jung Genjo

Yoolee Kyun

埼 玉 県 中村  博光

高橋 行雄

新井  富男

香 坂 良一

大野  康昭

増 田 亮子

渡辺  英子

岡部   孝

竹 田かすみ

青木 春代

富橋  末治

高野 一男

藤 田 茂樹

黒須  栄

足利 英 之

岡田美智子

小島 和子

遠藤  清美

浅越  治子

高松  照代

伊藤  治

北地  康男

古屋  雅美

折井 富雄

前田 米子

宗像  寛子

深町 寛子

青木  久子

芹沢 妙子

田村 和 子

柿沼   茂

阿部 秀夫

能登  則男

佐 木々喜三良5

佐野真貴子

中村 幸 子

富沢  節子

針谷 和子

山崎 君江

井上  泰年

後藤  武信

大沼  忠儀

上原 才一

清水  公子

長岡ま さ子

細 川 都子

速水 朝子

金井  芳子
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表宿配
摩
見

＼ 宿 舎 名 T E L 配 宿 都 道 府 県 名

1

秀   月

(本的

0487
71-0238

官城 。栃木 .新潟 .石川 .福井 .静岡 。

愛知 .兵庫 .愛媛

，
“

秀   月

(別館)

0487
71-1199

岩手 .神奈川 .滋賀 .京都 .和歌山

鳥取 .岡山 .高知 .熊本

3 越 路
0487
75-4656 北海道 。茨城 .大阪 .香川 .沖縄

4 壱 番 館
0487
75-3333 役 員 。本 部 .韓 国 。台北市

練 習 時 間

10/26日 0 13:00-15:00
上 尾 運 動 公 園 体 育 館

第1回全 日本シニ7バ ドミントン大会

〔会場・宿舎附近図 〕

秀月

①本館0487(71)0238
②男U館 0487(71)H99
③ 越路 0487(75)4656
④ 壱番館 。本部 0487(75)3333

駅より
10う)

タ ク シ ー

マルモタクシー71-0122
上 尾 タクシー73-7373

緑ケ丘タクシー71-7777

新J影″シー21-3631

上 尾 運 動 公 園

体  育 館
0487(71)4245

○〓

埼 玉 県 立 ス ポ ー ツ

研 修 セ ン タ ー

0487(74)5551

17号国道

練 習会 場

-66-

ラーメン

万世

至熊谷



谷 SANY0

プ
リ
秀
４な
ビ
デ
オ
。

と
っ
て
も

幅
３３
・５
ｃｍ
、
薄
さ
８
ｏ£

詭

33.5 Cm、
簿さ

●マイ
コニツタ

8.9Cm、
ミニコンサ

イズのプリ
テイなビデ

オ°

__‐4能^PCヘツド搭
載て

3犠焼:理lTttγL[11跳覧ll
でクリーン

スチル&ス
ロ~°ワ

, ぶギ′と同じ3色カラ「でクリーン
ステル●
ハ" ~

ンは15機能
oしかも、

ボデイと同
じ3色カラ

ー

鍔 篤為翼
憫 黙菖

'こ
l添
郷 野頃

_性属修
“
AR.000「

蔦115鼎°

彰

Ｂｅｔａロ
録画再生について0このビデオは口方式のビデオです。ロマークのついたビデオテープ以外使用できません。0田ロモード(テープ速度133mノsec)で録画したテープは 口■モード(テ ープ速
度%″ sec)専用のビデオで再生できません。●このビデオで録画したテープは籠方式の当社|・・よびソニー 東芝 NECゼネラル アイワパイオニア(願不同)各社のビデオの田E、 口■各モー
ド毎に相互に互換性があります。●めなたがビデオで録画したものは、個人として楽しむなどの他は著作権法上の権利者に無断て使用できませ札 ●お願tヽ一サンヨーホームビデオにIよ保江書が
ついて●ます。お買上げの際 Z・ず記入事項を確認の上 お受け取りになり、大切

`=保
存して下ユ .



話昔の上

"「

見

沼

の
竜

神

灯

む
か
し
、
浦
和
か
ら
大
官
に
か
け
て
、
見
沼
と
い
？
大

き
な
沼
が
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
な
り
、
将
軍
吉
宗
は
、
ヽヽ
の
沼
を
干
拓
す

る
た
め
、
紀
州
か
ら
れ
澱
”
富
鼻
徹
と
い
フ
治
水
工
事
の

名
人
を
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。
弥
惣
兵
衛
は
さ
っ
そ
く
、
天

沼
の
大
日
堂
に
泊
り
込
み
、
工
事
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

あ
る
夜
の
こ
と
で
す
。
弥
惣
兵
衛
が
寝
て
い
る
と
、
一

人
の
美
し
い
女
が
訪
ね
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て

「私
は
見

沼
の
竜
神
の
使
い
で
す
。
こ
の
沼
を
千
さ
れ
た
ら
、
住
む

場
所
カー
な
く
な
り
ま
す
。
ど
う
か
九
十
九
日
の
間
、工
事

を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
間
に
私
た
ち
は
、
他
の
す
み

か
を
さ
が
し
ま
す
か
ら
」

と
、
お
願
い
し
た
そ
う
で
す
。
弥
惣
兵
衛
が

「は
っ
」

と
気
づ
゛
た
と
き
は
、
だ
れ
も
い
ま
せ
ん
。
「夢
て
も
み
た

の
だ
ろ
う
」
と
気
に
も
と
め
ず

そ
の
ま
ま
工
事
を
続
け

て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
す
る

と
、
弥
惣
兵
衛
は
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
　
あ
る
夜
、
ま
た
前
の
女
が
現
わ
れ
て
、　
理
「

気
を
治
し
て
さ
し
あ
げ
ま
す
か
ら
、
こ
の
前
の
頼
み
を
聞

き
と
ど
け
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
こ
の
美
し
い
女
は
毎
夜
、
弥
惣
兵
衛
を
訪
れ

朝
方
ど
こ
と
も
な
く
去
っ
て
行
き
ま
し
、

以
来
、
弥
惣

兵
衛
の
病
気
は
、
日
ご
と
に
よ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
、

あ
る
夜
の
こ
と
、
家
来
の
一
人
が
、
弥
惣
兵
衛
の
部
屋

を
の
ぞ
い
て

「あ
っ
」
と
驚
き
ま
し
、

寝
て
い
る
弥
惣

兵
衛
の
体
を
、
蛇
身
の
女
が
な
め
ま
わ
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
弥
惣
兵
衛
は
、
・
の̈
こ
と
を
家
来
か
ら
聞
き
、

さ
す
が
に
胆
を
冷
や
し
、
詰
所
を
片
柳
の
万
年
寺
に
移
し
、

工
事
を
す
す
０
ま
し
た
。

し
か
し
、
弥
惣
兵
衛
は
工
事
が
完
成
す
る
と
、
気
に
な

っ
て
い
た
見
沼
の
竜
神
の
た
め
に

万
年
寺
の
境
内
に
観

世
苦
善
饉
を
記
り
、
神
灯
を
寄
進
し
、
そ
の
霊
を
な
ぐ
さ

め
た
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
が

後
世
に
伝
え
ら
れ
た

「竜
神
灯
」
で
、
灯
と

も
し
行
事
が
、
長
く
続
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

（崎
■
県
県
史
霜
さ
ん
牢
）
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新発売

燿 と フ4日
くブ レースメント〉新 構 造 のショイント

レス。軽量化 はもちろんショント時 の正

確 なプレースメントを約束 しま丸

くス ピー ド〉テーパーシヤフトの採 用で

キックポイントを上 部に設 定 。 よリシ

ャーブな打 球 を実現 しま丸

くパ ヮー〉両サイドのフレームにウエイト

を集 中させた新構 造 で、力学 的にハ ン

マーの撃力と同様 の効果を発揮 しま丸

価 格 ¥12,000(カバー付 )

WELL pR口 p口 RT:口 NE口 SYSTEM

プレイヤーが求めている「スピー島ら ワヾー」「7°レースメント」
―
をこれまで

以上に強力に実現した理想の新ラケント理論の誕生でt
強烈な打球を生む新構造は、 スイートエリア両サイドのフレームにウエイトを
集中させ、インパクト時のエネルギーをダイレクトに伝えまt打球点とスイート
エリアを ‐致させ抜群のプレースメントを生み出しました。科学に裏づけられ

たMALLの性能はプレイヤーの可能性をさらに高めまt

図又」ヒ諦輌二z襦語

¬



開 催 日 開 催 地 男 子 女 子

11月 ０

０

日

　

日

沖縄県那覇市

奥武山体育館

ヨネックスートヨタ自動車

電 電 東 京 ―電 電 近 畿

高岡市役所 ―電 電 北 海 道

サントリーー日 本 楽 器

ヨネックスー三 洋 電 機

日 本 電 装―トヨタ自動車

lrErrE (E)

新潟県長岡市

長岡市厚生会館

ヨネックスー電 電 近 畿 サン トリーートヨタ自動車

富山県高岡市

高岡市民体育館

高岡市役所―トヨタ自動車 ヨネックスー日 本 楽 器

徳島県徳島市

徳島市立体育館

電 電 東 京―電 電 北 海 道 三 洋 電 機―日 本 電 装

lrEr8E (E)

官城県石巻市

石巻市民体育館

ヨネックスー電電北海道 三 洋 電 機 一日 本 楽 器

広島県広島市

広島県立体育館
電 電 近畿 ―トヨタ自動童 サン トリーー日 本 電 装

山口県山口市

山口県文化スポーツ
センター

電 電 東 京 ―高 岡 市 役 所 ヨネックスートヨタ自動車

tt+231 @)

福岡県福岡市

福岡市民体育館

ヨネックスー電 電 東 京 三 洋 電 機 ―トヨタ自動車

滋賀県草津市

草津市総合体育館

高岡市役所―電 電 近 畿 サントリーーヨネ ックス

千葉県柏市

柏市民体育館

電電北海道 ―トヨタ自動車 日本 電 装 一日 本 楽 器

r lE258 (e)

北海道札幌市

中島体育センター

電 電 東 京 ―トヨタ自動車

ヨネックスー高 岡 市 役 所

電電北海道―電 電 近 畿

東京都

代々木第 2体育館

サン トリーー三 洋 電 機

ヨネックスー日 本 電 装

日本 楽 器 ―トヨタ自動車

第 6回 日 本 リ ー ダ 日 程 表

-37-



録
己一〓
ロ大

人

=
選 手 名

得 点
選 手 名

都 道 府 県 名 都 道 府 県 名

〔〕 ≡  〔〕

〔〕 ≡  〔〕

〔〕 ≡  〔〕

〔〕  ≡  〔〕

〔〕 三  〔〕

〔〕  ≡  〔〕

〔〕  ≡  〔〕

〔〕 ≡  〔〕

〔〕  ≡  〔〕

〔〕 三  〔〕

〔〕 三  〔〕

〔〕  ≡  〔〕

-38-

[



大塚製薬

《

冬

赫

日常生活の中心となる仕事、勉強、スポーツ。神経

を使い、身体を動かすほど、エネルギーと栄養素

が失われていきます。不足していると、集中力が

なくなる。体調がすくれ゙ない。バランスのとれた

規則正しtヽ食事が必要でtよ リパーフェクトな
状態でいるために、カロリーメイトですみやかに

補給してください。いそがしい人ほど、おいしい。

●カロツーメイトは、2つ の種類。身体に優しにヽ

流動タイプく缶〉と手軽な固形タイプくブロック〉

があります。どちらも、タンパ ク質、炭水化物、

脂肪、ミネラル、ビタミンA・ Bl・ B2・ C・ DoE
などがバランスよく配合されている栄養食で九

●開缶および開封後は、なるべく早くお召しあがりください。
●高温・多湿、直射日光のあたる場所に置かないでくださてヽ。

どこでも食べられるバランス栄養食

1箱 400キロカロリー。1缶 200キロカロリー
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μ 必
ヨネッタ 独購粥aジレイントルえ。
これはまた、ビッグなニユースだ。ヨネックスから世界的特許  独自のオールカーボンー体成型により、エオ、ルギーロスを
のT型 ジョイントを、こんどは内蔵させた驚異のジョイント  極限にまで抑え、かってないパワーと抜群の振り抜きが実現

レスラケットCAB 20登場。ヨオ、ックス  しました。時代をつねにリードする、ヨネックスならではの自信作(

4ιム

“

R30JV GR4PHπE

CAB‐20 Corboncxχ
くカーポネックス・20〉
'0価格:¥16,000(フレ A・ケース付)
●シャフト/フレーム:オールカーボン

●グリンプサイズ表示 :G3・ G4・ G5

0重 量表示:2U(90～ 949)・ U(95～ 999)



κ 0 選手あ 普ノ島 スコァ こ〒名す輛幹

/ %ス餡千)
一ρニ／ｔつ´

、

―

、

―

―

ノ

″
″″（
一

２

, 株a昨)2 1/ 彦ィ(ラ手ηηリ一アイ
″
夕
κ

～

―

や 夭ク陥 協イ)21 モ ア
/lοオ絶不7(3ギJ

″ ル、矛1(Zトリ ユ|'II三デ|。多シ̀メ7(ァ
ロ!サ

r ft &N4'fr'-',.j, tnrt*t
/

〓
カ島

タ
亀
′

くり司′ン一千

一

ヤニタ妨
争

′ 必しの21矩 /
´
‘つ
′
，

く′ψ
‘

つ

ヽ
′

筍′て(跨っ lυ ttf■ (;々′rヽ :
／

／↑
一
．

／

／２

: 事だシリユ|ち■ζl′人%(|シ )
/η

/■―

/ダー 名
″Ｋマ‘こ′

―

リ

メ

ノワ看びし,〕ユ
|

″ 21 ，■
・イ

′́
）、

■

ν

′
′

‐
ヽみ́′

‘

‘↑↑
一

／

／
，
）

′

″́
ヽ
′

ム
ｔ
＞
／ノ

/2 を矛湾
“
っイ′ユ響}θ′ろズ満・

/ご
|力:に、t,fl′「=を lο /今tlて 1,)

ド・ ぜ藍3〒′3≒痛場 スコ

/2 |ヤ壬腱
ろイ／
に

/■ ギ寿三ヽ

′

イヽ」
′
」に，
′ト
′
つ

わ
（

/` (ι
′ヾグ吼it)ユ1/程

′ノ
一ｔ
一

イ
′

―

マ

ー

、

■
，
ｒ反
ヽ
フ′
ハ
■

/′
仁
・ｒ　．

／

／
ユ
わぼ

夜́

‘́

に
ア

レ

′ ′質贅汚1♪ ル″ル
ギ

多 ο名(,すこ, 1′宅

′/ ∂教7乱州
/ダ‐

/←
/チ ー

↓一

′

―

マ

ｌ

ｔ
た
ヽ
な
一
一

′

′

ヽ
イ″（

イ
√

イ|

ユメ
一千

一

イ

ｒ

ｌ

マ

ー

、

）′
′̈
】
一^
′
　
　
ヽ

）
′
―

，
＾

′

2` 二

一）

¨
″
千
■
，

一
´
）

フ
′
ヽ

一
一
‐―

マ
ｒ

ン
も

|′

ヤイ:

ユ :
ヽ
―
′

ン
，′
卜
・

重

′

′

‘
ヽ
手あ

ヽ

)|夕l
/ヽ ■

”
ｒ
一イ

手千1(、
r    ―

|イ t



ヾ。 こ子ろL島 スコ7 通彗つられブ各

プ
レヽ

一

ユ
′
二

　
一

κ
″

・

‐

「

浮
ｒ

′了
／

ヽ
オ

ヽ
イ

留

ジ

t/r-?\
(,);._) 4 ,'- , ,|" r.f irlrr,彩

,′

,′
だ三稔}ο 畦ヽ

）
い″ア一””

烈二
一・
一孫

ノ/
/多
二

"な

つ

一
―

，

一

，

ノ

Ｈい
切
．

″′

・

，
Ｐ
′
ヽ

払

′
′ぽ
チ篭ラ}´グ藤

`″
鍔

ノ

'
人′′(′看サリ

j→

'F=

°

f孝 (1争 鷲
)

″
″

ノご

/←
/,一

/r
/●~“ヽｒ

ツ

,ζ

「

百

°
～
ヤ書予:

ク肴iネ
・
|:・ 1

Jヽ■↑ご孝聟
′←
=

ね(krbl篭♪つ

え
′

ｒ

／

ノ

，

ノ

け′イご♪

選移 ヤ協

Ｆ
鸞
／

ヽ

一」
参
ニ
ｒ
”
７

／

　́
」
´
”多ヽ
・
イイ
イ

′
つ。
ノ
　
ン
０

ヽ

ゝ

―

，

‘
ン
タ
ン
′
´

′
′
‐
ヽ

ｎ
Ｊん絆少

ヽ

′

ヽ
一．
´
，
ή
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